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「
こ
こ
ろ
」
(
夏
目
激
石
)
ー
高
等
学
校
国
語
科
授
業
の
可
能
性
|
の
教
材
価
値
は
じ
め
に
明
治
一
五
O
年
に
あ
た
る
本
年
二
O
一
八
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
事
務
局
よ
り
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
先
生
方
と
羽
合
せ
を
重
ね
、
国
語
科
の
教
科
書
に
安
定
的
に
採
録
さ
れ
て
い
る
夏
目
激
石
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
国
語
科
教
育
に
お
け
る
明
治
と
い
う
と
き
、
森
鴎
外
、
樋
口
一
葉
、
正
岡
子
規
な
ど
の
作
家
、
激
石
に
つ
い
て
も
「
夢
十
夜
」
「
そ
れ
か
ら
」
な
ど
の
明
治
則
の
小
説
、
評
論
「
現
代
日
本
の
開
化
」
な
ど
の
作
品
も
挙
が
る
が
、
最
も
多
く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席
者
と
テ
l
マ
を
共
有
で
き
る
の
は
、
や
は
り
激
石
「
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
と
考
え
た
。
現
行
学
習
指
導
要
領
の
教
科
書
に
お
い
て
、
「
こ
こ
ろ
」
採
録
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
現
代
文
A
」
で
は
五
社
五
種
の
う
ち
、
三
種
の
教
科
書
に
採
録
、
「
現
代
文
B
」
で
は
九
社
二
O
種
す
べ
て
の
教
科
書
に
「
こ
こ
ろ
」
は
採
録
さ
れ
て
い
た
(
資
料
参
照
)
。
清
水
害
院
「
高
等
国
語
二
』
(
昭
担
)
に
「
上
先
生
と
私
」
の
一
部
(
四
1
七
)
吉
岡
実
佐
山
が
採
録
さ
れ
、
そ
の
後
、
筑
摩
書
房
『現
代
国
語
2
』
(
昭
お
)
で
「
下
」
を
中
心
に
採
録
さ
れ
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
「
羅
生
門
」
「
山
月
記
」
と
と
も
に
定
番
教
材
と
呼
ば
れ
る
採
録
が
続
い
て
い
る
。
二
O
一
八
年
三
月
、
改
訂
学
習
指
導
要
領
高
等
学
校
版
が
告
示
さ
れ
、
二
O
二
0
年
度
実
施
に
向
け
た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
試
行
調
査
も
複
数
回、
行
わ
れ
て
い
る
。
社
会
に
聞
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
が
求
め
ら
れ
、
知
識
・
技
能
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
育
成
が
植
わ
れ
、
特
に
高
等
学
校
国
語
科
の
授
業
は
大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
日
々
の
授
業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
先
生
方
の
ご
実
践
を
基
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
先
生
方
と
国
語
科
授
業
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
た
い
と
願
い
、
テ
ー
マ
を
「
明
治
一
五
O
年
国
語
の
中
の
激
石
ー
と
も
に
考
え
る
教
材
「
こ
こ
ろ
」
|
」
と
し
た
。
大
正
三
年
に
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
小
説
で
あ
り
、
昨
年
二
O
一
七
年
が
激
石
生
誕
一
五
O
年
、
一
昨
年
二
O
二
ハ
年
は
没
後
一
O
O年
と
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い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
当
日
の
ご
発
表
内
容
や
質
疑
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
登
壇
の
先
生
方
の
論
考
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
稿
者
の
理
解
・
印
象
を
記
す
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
豊
田
先
生
は
、
明
治
期
の
作
家
に
少
な
か
ら
ず
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
、
「
読
ま
さ
れ
て
い
る
」
意
識
の
強
い
学
習
者
に
、
先
ず
興
味
関
心
を
持
た
せ
、
作
品
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
夏
期
休
業
中
の
課
題
図
書
と
し
て
、
『こ
こ
ろ
』
と
東
野
圭
五
ロ
『
容
疑
者
X
の
献
身
』
と
を
読
み
、
単
元
の
冒
頭
で
あ
ら
す
じ
を
確
認
す
る
。
次
に
教
師
の
提
示
す
る
、
仮
説
と
し
て
の
二
作
品
の
共
通
点
に
対
し
、
反
論
や
他
の
共
通
点
を
考
え
、
グ
ル
ー
プ
、
教
室
全
体
で
交
流
す
る
。
最
後
に
四
O
O字
以
上
の
レ
ポ
ー
ト
を
普
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
敢
え
て
漠
然
と
し
た
仮
説
を
一不
す
こ
と
で
興
味
・
違
和
感
を
持
た
せ
た
り
、
映
画
の
鑑
賞
や
意
見
交
流
の
際
に
B
o
om
-巾
Q
訟∞
5
05
」
の
活
用
な
ど
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い
る
。
学
習
活
動
や
ま
と
め
レ
ポ
ー
ト
の
記
述
に
、
意
欲
的
・
積
極
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
一
方
、
「こ
こ
ろ
一
本
文
の
精
読
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
諜
題
が
振
り
返
り
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
水
島
先
生
は
、
叙
述
に
即
し
て
理
解
す
る
こ
と
、
そ
の
理
解
し
た
内
容
を
他
者
に
伝
わ
る
よ
う
表
現
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
他
者
の
読
解
と
の
比
較
検
討
を
通
し
た
粕
読
を
目
標
と
し
、
そ
れ
ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
議
論
の
土
台
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
夏
期
休
業
中
に
全
編
を
読
み
、
先
生
と
K
の
関
係
に
つ
い
て
一
六
O
O字
以
内
の
作
文
を
初
回
授
業
時
に
提
出
す
る
。
教
師
に
よ
る
そ
の
作
文
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
き
、
教
科
書
掲
載
の
あ
ら
す
じ
を
読
み
、
「
私
」
と
K
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
し
た
後
、
発
問
に
対
す
る
記
述
解
答
を
作
成
し
、
添
削
や
解
説
、
質
疑
応
答
を
踏
ま
え
教
室
全
体
で
読
み
を
共
有
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ご
発
表
の
中
で
は
笑
際
の
発
問
と
解
説
を
歯
切
れ
良
く
再
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
細
部
の
叙
述
に
つ
い
て
的
確
に
捉
え
る
こ
と
を
積
み
重
ね
、
文
脈
を
読
み
取
る
こ
と
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
を
辿
り
文
章
の
構
造
理
解
へ
至
る
こ
と
、
ま
た
、
読
解
と
い
う
テ
ク
ス
ト
と
の
対
話
の
結
果
は
表
現
の
獲
得
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
他
者
と
の
比
較
か
ら
よ
り
説
得
的
な
読
解
や
表
現
の
仕
方
を
獲
得
す
る
こ
と
な
ど
を
整
理
し
た
。
古
家
先
生
は
、
近
代
小
説
一
冊
を
読
み
切
り
、
小
説
の
読
み
方
を
獲
得
し
、
集
団
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
読
み
を
深
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
や
は
り
夏
期
課
題
で
全
文
を
通
読
し
、
四
O
O字
以
上
の
初
発
の
感
想
を
提
出
し
、
数
編
に
つ
い
て
そ
の
感
想
を
発
表
し
合
う
。
ま
た
、
コ
ー
ド
、
語
り
、
プ
ロ
ッ
ト
等
の
用
語
の
理
解
や
物
語
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
作
成
を
通
し
て
小
説
を
読
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
学
ぶ
傍
ら
、
激
石
新
聞
を
作
成
す
る
。
そ
の
上
で
、
教
師
、
学
習
者
に
よ
る
授
業
を
組
み
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
学
習
者
が
授
業
を
行
う
際
は
、
あ
ら
す
じ
、
自
分
た
ち
の
読
み
、
内
容
の
図
解、
一
詩
句
解
説
、
三
間
以
上
の
設
問
等
を
内
容
に
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
、
設
問
に
つ
い
て
の
全
体
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
後
に
教
師
が
コ
メ
ン
ト
す
る
。
発
表
後
の
中
間
感
想
を
八
O
O字
以
上
、
最
後
に
全
て
の
授
業
を
基
に
し
た
「
こ
こ
ろ
」
論
ま
た
は
ア
フ
タ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
二
O
O字
以
上
告
く
学
習
で
あ
っ
た
。
学
習
者
の
読
み
の
深
浅
に
対
応
す
る
教
師
の
力
量
、
試
験
で
測
る
こ
と
の
難
し
い
小
説
教
材
学
習
の
評
価
な
ど
が
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
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今
回
は
、
三
授
業
と
も
全
編
を
読
み
、
人
物
の
関
係
を
と
ら
え
た
上
で
の
学
習
で
あ
っ
た
。
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
学
習
材
は
同
じ
で
も
、
学
習
者
の
実
態
が
異
な
る
教
室
に
お
い
て
は
、
学
習
目
標
と
評
価
、
学
習
の
展
開
・
学
習
活
動
が
、
全
く
異
な
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
自
の
前
の
学
習
者
た
ち
を
思
い
、
教
師
が
目
襟
を
立
て
る
と
き
、
さ
ま
さ
ま
な
学
習
指
導
が
可
能
に
な
る
、
幅
の
広
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
そ
の
後
の
協
議
で
は
、
評
価
・
授
業
時
間
・
定
期
テ
ス
ト
の
具
体
や
、
「
こ
こ
ろ
」
作
品
固
有
の
価
値
、
教
科
書
採
録
部
分
が
K
の
自
殺
に
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
危
う
さ
、
高
校
生
の
言
語
環
境
か
ら
す
る
と
古
く
、
準
古
典
と
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
激
石
作
品
の
「
国
記
巴
に
お
け
る
位
置
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
お
わ
り
に
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
習
者
が
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
高
等
学
校
国
語
科
学
習
指
導
に
つ
い
て
、
教
師
に
よ
る
一
方
的
な
教
材
の
解
説
で
は
な
く
、
学
習
者
が
教
材
「
で
」
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
指
導
事
項
や
言
語
活
動
例
に
つ
い
て
の
詳
細
で
具
体
的
な
解
説
が
記
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
「
文
学
国
語
」
の
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
は
「
イ
語
り
手
の
視
点
」
や
「
エ
解
釈
の
多
様
性
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
こ
こ
ろ
」
は
一
人
称
告
自
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
わ
た
し
」
の
細
綴
に
語
ら
れ
る
こ
と
ば
の
意
味
を
考
え
た
り
、
語
ら
れ
な
い
で
き
ご
と
や
情
景
を
想
像
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
語
り
手
の
視
点
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
テ
ク
ス
ト
だ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
K
や
先
生
の
自
殺
の
理
由
を
考
え
る
こ
と
は
、
K
、
先
生
に
と
っ
て
の
生
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
読
み
手
の
経
験
や
も
の
の
見
方
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
教
師
の
解
釈
も
そ
の
多
様
性
の
一つ
と
し
て
提
示
し
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
の
こ
と
ば
と
の
対
話
、
教
室
の
他
者
、
先
行
研
究
と
の
対
話
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
明
治
期
の
、
落
語
へ
の
興
味
や
漢
文
の
素
養
、
作
旬
、
英
文
学
研
究
等
を
経
た
、
夏
目
激
石
の
「
言
葉
」
の
特
徴
や
使
い
方
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
会
話
、
鋭
い
語
句
、
一
文
の
長
さ
や
読
点
の
意
味
、
比
倫
明
な
ど
か
ら
言
葉
の
働
き
や
輩
か
な
語
哉
、
表
現
の
技
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
で
印
象
的
な
場
面
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
、
『こ
〉
ろ
」
は
「
自
己
の
心
を
捕
へ
ん
と
欲
す
る
人
々
に
、
人
間
の
心
を
捕
へ
得
た
る
此
作
物
を
奨
む
。」
と
激
石
自
身
が
広
告
文
を
書
い
て
い
る
。
教
科
書
採
録
箇
所
で
は
、
同
じ
家
に
住
み
、
食
事
も
と
も
に
す
る
「
先
生
」
、
K
、
お
嬢
さ
ん
、
奥
さ
ん
の
、
人
間
の
精
神
・
恋・
信
頼
・
後
悔
・
死
が
描
か
れ
る
。
社
会
的
背
景
や
文
化
、
言
葉
遣
い
は
現
代
と
異
な
る
に
し
て
も
、
高
校
生
に
と
っ
て
「
人
聞
の
心
」
と
い
う
、
生
き
る
こ
と
の
問
題
・
テ
l
マ
は
強
く
迫
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
編
を
読
む
こ
と
が
難
し
い
学
習
者
に
は
、
「
わ
た
く
し
と
先
生
」
と
の
関
係
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に
語
る
と
い
う
紹
介
(
野
地
・
二
O
O
二
、
四
四
八
・
四
四
九
頁
)
も
で
き
る
。
あ
ら
す
じ
ゃ
人
物
の
解
説
か
ら
部
分
を
学
習
す
る
古
典
作
品
の
よ
う
に
、
採
録
箇
所
の
み
を
教
材
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
「
こ
こ
ろ
」
は
、
学
習
者
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
応
じ
た
学
習
目
標
を
十
分
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
で
あ
る
と
考
え
る
。
-
野
地
潤
家
(二
O
O
二
)
『
昭
和
前
期
中
学
校
国
語
学
習
個
体
史
|
旧
制
大
洲
中
学
校
(
愛
媛
県
)
に
学
び
て
J
」
(渓
水
社
)
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